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　非常に低密度で軽く，かつ抜群の断熱性を誇る．しかしながら，優れた性能の
反面，非常に脆くて製造コストも大きいため，これまで事業化は進んでいなかっ
た素材である．最近，これらの課題の克服，応用展開への取り組み，実用化を目
指す動きが広がっている．そこで，本特集では，エアロゲル素材とその製品化
（高性能断熱や建材），そして関連する研究などの最近の動向を取り上げた．この
素材の社会への活用へ向けた展望と，その課題を考える参考になればと思います．
� （特集担当委員：古賀英一・米津麻紀・柳田さやか・立木翔治・横山智康）
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  「有機ケイ素高分子の有機－無機変換により作製された
   炭化ケイ素系多孔体粒子」
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